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萩原Ⅰ遺跡  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団   



萩原Ⅱ遺跡出土の土器   



前橋台地を川水や州IIが南に向かって流れ、‾糾喬郊外の地を水l二l川蛸ちこと変えています。州11   

による富美い谷の形成は、古くから台地を屑イlミ1亘と水川区にl去分けをし、人々の生活の保証を与   

えていました。  

叔原1Ⅰ遺跡はこんな土地の一つであり、古くから人々の牡fllとの快け）りが深い土地です。  

すぐ束は神沢川により伊勢崎†けと境をなしています。今でこそ行政区を分ける析根となって   

いますが、かつては萩原】1遺跡にノ戸汗lける人々に共池の恕みと災＃を与えた仁1然です。  

こんな土地に北関東王1動中道路の建設が予定されました。‾洲和1仙においては、本道を群蟻   

県、側道の部分の発掘調査については■甘柿用が行うことになりました。  

剰胴■一拍ヒの紙果は、住居址8仰（4世紀1、6世紀2、9・世紀1、10世紀3、不lリJl）と満   

址1条、水川址（12世紀）が発見されました。  

住居の咋代は、長期にわたっていますが、居件区の西側縁附いに新しい時代の住用・があり、   

東部に人るに従って古くなる傾向になっています。  

水l1二l鉦烏ほ射りB軽√「下のものだけが碓認されましたが、1猟接して軋規蔵文化財発掘調査小栗   

llj■lが本道の発掘訓査を予定しており、更にハい水肘址の発比もあるかもしれません。  

本道と側道が別々の時期に、加えて発掘訓査を行った主体が肌なるという中での調査です 

そのため、両者の調査結果の付け介わせ等の作業を締て最終l′l勺な牲相付けを行わなければなら   

ない必要が州てきています。  

肛棚減文化財発掘調査部英世Ⅰが発据後にその報告薔を比ていただければ、統一した報Hに近   

い〕l子でご理研いただけるのですが、その■lⅢ役楷として、本了llでの側道部分の発掘調査紬火の鞘   

ご ご助言を 
11J・として・・試いただき、指導・いただければ辛いです。  

、ド戊1（川二3ノ」2引1  

lⅢ梢’両肘縄文化財発掘訓奔川  

川」蓬 小 港r 盲減   



l＝l  

1．本報告害は、北俣J火仁1動中道側道道路改良叫業に伴う荻原】I（はぎわらに）追跡剰屈訓奔報吉   

斡である 。  

2．本遺跡の追跡コードは9Eこぅ6である。  

こう．訓査主体は、前橋市粧械文化財究勃柑舶狛・！J・1である。  

4∴発抑制査の安項は次のとおりである。  
ぐ／し．【り／し まえはLし にの∫‘やまナ．  

刑  査  場  所 二附、射甘前橋苗二之H町2165－1番地他  

党 抑 制 春 期 川 平成9咋1川1～汗卜上Iく戊9咋12月l鋸＝l  

整理・報告害作成相川り 平成10年1月5【ト判戊10咋3日2引‡l  

・佐藤上 発捌・整坦1川三lこ11二首 飯田祐二川利（前楠丁け州職文化財発掘訓査団発掘訓斉係）  

1．本晋の原稿執筆・編集は飯‖・休藤が行った∴幣即作業をはじめ怪＝仮作成には、赤城美代丁   

阿部シゲ子 是川t 敏了・小形かほる 人塚実利十 鬼」家 成一ナ 柵滞とし江 桝谷 秀了・   

休野黄点一了・柴崎まさ了▲ 戸丸i翫Ⅰ：船朝l別業 松‖1iil一美イ・柳井 ■l】▲■tr千 湯浅 道了・   

細賞綾子の協力があった。  

5．発掘訓査にかかわったノJ●々は次のとおりである。（腑不同）  

阿部シゲ了・√川】 仏 落介 几－、郷 地汀1固械 榊澤とし江 桐谷 秀了▲ 桜」卜   仏   

逸司 松令 菊江   閲l】lみよ・了・高柄  孜l仲」▲新人郎 奈良 芋川i三 相㈹ サイ 札l毒  

欠．1議アイ子 柳井 晶・了・  

6．発掘訓査で■■l仁Ⅰ二した遺物は、さl届粧奔14はり前橋市教肯委H会にイ甘管をイ打頼し、前橋Tl丁数育委貞   

会文化財保護課1旧如Ifで保竹されている。  

凡  

】．抑図lいにイ射l］した北は厘楳北である。  

2．挿図には、建設省l司二卜地即院発車の1／2．5力●地形l稟l（人側）、1／5ガ地形図（■前楠・高崎）  

とl／2．5千前橋苗親形l窒1をイ射ljした。  

3．本遺跡の略称は9E36である。  

∠1．各遺構の略称は次の通りである。   

H…什尤抽l∴ D…土坑址、W…溝址、T…竪穴状遺  

5．遺糀・遺物の実測順lの細り（は次の辿りである。  

住居カト‥1／6（）、電1・lト・l／30、水1旧1卜…】／250、全休凶・‥1／250  

逝物   土・端・イ7岩詩…1／こう、1／4  

6．スクリーントーンの仙川は次のとおりである。  

避桝断巾図  柄築汀Ii…斜線、炭化物・焼二卜…測  

道物実測図  地軸範州…あられ、須恵帯献血…左蔓、凍り   
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ドig・．1萩原Il遺跡の付抑：   



Ⅰ   湘査に至る経緯   

荻原Il追跡の発掘調査は、北閲射；Ⅰ動車道側道道路改良卯業に伴う理蔵文化財発掘調査として、  

平成9咋11日から12月にかけて実施された。党抑制査に至る繰緯は以下のとおりである。   

本道跡の発掘訓査に関して、平成9年6ノJ9日付で前楠苗北l朴直鉦勅小道対儲肇より二之宮地区  

の北関東自動車道側道道路改良小葉に伴う協議依頗がなされた。調査地は、本線部分を群居県＃旧哉  

文化財利春小葉団が発掘利春を行っていることから追跡地であると考えられた。そこで、10ノ12∠什I  

付で調査イ捌荘萬＝の捉川を前橋市長に依撤した。その後、前橋市北閲来l封触車道対策室と協議・訓整  

を行い、IOハ27口、前橋†1丁長 萩焼弥胞宜はり前橋市教育委員会あてに本発掘調査の依轍がなされ  

た。†嗣†川丁教育委員会が組織する前相丁け州械文化財発抑訓満場lはこれを受言言若し、11月18［＝両者の肌  

で本発掘訓奔の委託契約を締結、1川211l、現地での剰胴一1は巨を開始するに至った。   

なお、追跡ヰ■称『萩原n遺跡』の『萩原』はIl皿蘭の小字ケ．を梯川し、肌．！う県鮎哉文化財調査部  

薬用が北関東仁】動中道本道部分を発掘制奔していることから遺跡〃一に『1丁』を付けた。  

Ⅱ 遺跡の位置と環境  

1 遺跡のニ＼∴地   

裁ノ京11胤●亦は、前橋市二之1小町萩帖こ所在する。二之宮川●は前楠苗の火南部にあたり、追跡の  

約600‖1束を商流する神沢ノl伎隔てて伊動咽≠■と接している。前柄≠▲糾地からは9kIll程火南ノノ向、  

イ井凱町市翫地からは4．5l川l札lヒ両方向にあたり、北1．7kIllには上野l運にノ．・ご・．である二宮亦城榊朴が紙  

座する。この遺跡の‾州こは、荒砥川 ′州lト八坂川水、火に州尺川、袖に瓜捌lIと多くの沖‖】lが  

商流している。   

赤城刷の南北裾にあたるこの地は、ゆるやかな低台地が広がる小、‥川夏カ、ら流誹川け前記のよ  

うなll－小州Ilの侵食や山麓末鮎面カ、らの盲勇水によって台地は樹杖状に開析され比高差は少ないが  

沖桔地と人り糾む複雑な地形となっている。   

本遺跡は、株高761¶前後の台地の平坦地に立地している。川りは劇寸地帯であり、周辺は11仁用1  

5（）咋代の圃場麿イ肝事業や同道17号上武バイパスの姓設など開発が行われ、これに伴う党側用．■摘も  

広範側に展闘されている。  

2 歴史的環境   

状偵II遺跡の立地する前橋†1丁火南部・荒祇地域には、亦城Il＝覇麓の．1壬陵性台地と神棚地とが人  

り糾み、複帥な地形を呈しており、各時代を通じて数多くの遺跡が残イf二し発掘訓査されている。  

（′1－al〕．1参照）本遺跡の遺構・遣物と関連づけられるであろう周辺の歴史的環境をまとめてお  

きたい。   

旧れ端時代の周辺の遺跡は、飯ニトルニ本松遺跡（3）、触∴上井斗l火遺跡（4）、二之宮谷地遺跡（11）、二  

之ノ．・：イ迫【l∴迫下追跡（．12）がある。その他にも暗色苗とその上部から尖班・㍑昔を中心に山土した荒机北三  

－l一   



本堂遺跡（2乳州イl‘刃やナイフ形石端を伴うこi枚の文化憎が検川された鮪無遺潮廟）がある。   

縄文噂代では、草創期から後期までの遺跡が数多く椰認されている。その二＼土地は、flll耕地や湧  

水地にlき兵長む微高地や台地上である。草創期では、荒机北三木堂遺跡銅や荒批‡ヒ偵遺跡、飯二上川小  

火遺跡（4）などがある。早期は、荒机天之′廿遺跡（凋、二之‘J；1■十足追跡（9）、飯二トルニ本松遺跡（3）、蝕  

卜朴＝い火遺跡（4）、今非道上道‾卜遺跡し1勿、荒仙北三木堂遺跡¢こう）、柳久保遺助滞陀5）など逝跡数も多く  

なる。前期は、桃谷追跡（27）、荒砥大之宮遺跡（1q、飯土井二本松遺跡（3）、今井道上道‾卜遺跡（12）、二  

之や．■谷地遺跡（11）、柳久伽遺跡肝（25）などがあり、誹磯期が多く小規模の集落が形成されている。嘉一・  

用Jは、荒根欠之宮胤■射拍、飯土井二本松遺跡（3）、二之宮冨‾束遺跡（（；）、今井道．t二道■卜遺跡（12）、二之  

1・：け手地遺跡（11）などがあり、加曾利Ⅰ二王リ」が検川されている。後期になると、荒祇天之宮遺跡（1瑚、就  

航前脱退跡飢、飯土≠二本松追跡（こう）、／H＝首上道下遺跡（12）などがあり、晩期の遺跡はまだ発見さ   

れていない。   

跡牡l甘代は、荒祇畠規遺跡（凋、荒拭前規遺跡伽、荒ll前偵遺跡錮で中期後半の什屈址が利春さ  

れている。その他中期として、′州l闇朋㈹、頚無遺跡糾などがある。この時期の．立地も、拙文崎  

代】iり梯州lト什灘地である沖桔地を臨む微高地卜．や台地上にある。本道部分の萩原遺跡では、里   

火仙訓Il二1朴と緑形二卜け昔が検州されている。   

ハ墳‖封じになると、前期は弥牡l甘代後期の小州l】にf′†って冊隔をおく追跡立地を引き継いでい  

ると考えられる。この荒他地域はハ別の密集地城として知られるが、前期｛－墳はない。5仙紀l＝い  

卿こはお宮上l1」古墳（29）、後ユトに前ノJ▲後lI川‡である今帖神町l周一拍亘カi造られ、後期になると匹‖旨フヒ  

史跡となっている仲人室の荊・lい・後の三基の二了・ハ堵iをはじめ、数多くのハ墳が築造される。  

集落も前期のものが中後期まで継続するとともに、新たな地∴！こ・：にも形成される。その他に荒祇先  

イ・遺跡や梅本遺跡等で豪族屈伸址が発見されている。本道部ガの萩焼追跡では、4仙紀と6槻紀  

の竪穴伴侶朝17軒が検川されている。また、本道跡州こ位関する下相川越渡II遺跡では前期の水  

l仙lが桧山されている。   

奈良・平安l糾いこなると台地上に梁洛が川え、沖桔他の水川開発が進む。微高地でも水It■l化さ  

れるとともに、州作も行われ110糾二のi馴りB脾石の＿トトから遺構が検出されている。本道郡分の  

萩焼遺跡では、（川し紀と10世紀の竪穴什州■l卜22叶を1剣l＝ノている。また、本遺跡束に位旧する新  

井大Illl礼遇跡では、As－B▲卜水川」・ll∴ 9批紀代水＝仙、9伸紀前ニトの聖賢火什ノ甜l卜、泄址が梯川さ  

れている。■lル‖州に位旧する下増川越渡題朋でも81叫ミの洪水屑卜条理．水圧けl卜とAs－B▲卜水川址が  

検州されている。   

また、荒机地域は、ハ代、勢多郡に屈し、仙l】道のルートトにあると抑定されている。推完地  

付近には、勢多郡の郡術址と考えられる丁．世‥ユ；（遺跡があり、延喜式神名幌記載の二宮赤城神社が  

銃座する。今▼」＝且j∴道卜遺跡（12）ではあづま通が発見され、その北には女加の遺構がある。  

－：：－   



Ⅰ√ig．2 状Jl；（lI追跡用辺退潮堰  
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Tと1l〕．1 周辺遺跡槻要一・覧衣  

番号   追＋跡こ ㌢－   訓査年度   ヰたる時代   追跡の槻婁   

1  萩原lI遺跡   l－Ⅰ9   l！周ト平安   イ≠計址・水＝址   

同  披志江今′Jご1’遺跡  S55・60  拙文・ハ朋∴奈良∴平安・近代  什居址・‾■ユ■一昭・水l川二lト炭窯址   

3  飯二l∴井二本松追跡  S60   】＝イ＝ト汁昔・拙文・ハ墳・奈良・il∠′友  住居址   

田  倣二トルlい火遺跡  S60・6l  旧れm・経文・ハ墳・小仙・近Ⅲ  什居址   

5  飯ニ七井上組遺跡  S60・61  ■l囲卜平安   住居址   

6  二之宮宮火道跡  S60・61  紬文∴平安・llト近・世   什居址・水‖址   

田  二之竹■宮下班追跡  S62   ■11▲1■亘卜奈」辻・平安・ ll‘l仙   イ昭利‖二・水川址l中仙＝鮒址   

8  二∴ど何日■lこ－西追跡  S61   ハ墳・奈良・平安   十・陳「址・小・I旧釣附址   

9  二之何千足遺跡  S6ト62  経文・711‘朋・奈良・平安・ 中世  什居址・水l廿址   

10  ∴之H洗構造跡  S61・62  ハー1iト奈山・ilく′友   什Ji章；■址   

m  ∴之宮谷地遺跡  S61・62  ltけl▲行詩・拙文・‾■リH・奈良・平安   イ≡lミノ削■lト水‖址   

四  今井道【1∴道下追跡  S61・62  l廿H端・■】■●J■H・奈良・ゝl工く友・ll卜世  作屈址・抽拉住姓物址・才段泊址   

13  荒拭洗楠遺跡   S55   古墳・奈良・平安・近世   イ：描け【l：・抑止酎捌勿址   

田  荒イ肘冊圧迫跡   S55   1t滞i・奈」k∴平安   付出Il二 水川址   

田  荒砥天之宮遺跡  S55   平安  什屈址   経文・弥畑 ‾ハ1門・奈良・  

16  荒仙．甘肛遺跡   S55   弥生 ハ‘けぃ奈良・平安   イ三l堀・址・墓址・水lⅠ川：   

17  荒紙背柳遺跡   S56   Tl膏守十奈良・平安   什居址・溝址   

18  荒情青柳1一迫跡  Ⅰ－Ⅰ6   純■文・7㌧刊卜余J辻・ilくど友・ 申近付  イ三廿日‖二・溝批・井戸址   

四  小原遺跡群   II il 1】一別・平安・ll■■近他   千描けlト水＝址・条目大畔畔   

20  宮川遺跡   S55   弥′巨 ▲占」i■卜奈良∴lく′友   什居址・墓址・水1二廿址   

四  宮原遺跡   S62   ハ▲椚   イ三輔；・址ll川■t   

四  荒砥前原遺跡   S5l   縄文・弥牲∵11‘朋・奈良・平安   什ノ封・】トl1川t   

◎その他の遺跡  

23 荒机三木弘道跡  24i軋無道助  25 柳久保追跡肝  26 荒ll■抑京遺跡  27 鶴谷遺跡   

28 今井神社■斗朋  29 お7討∵山▲■川’t  こ“川＝l糾遺跡  3】赤イl▲城址  32 稲畑ハ墳  
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Ⅲ 発掘調査の方法と経過  

1 訓査プざ針   

委託された訓査筒所は 、仰11‖1の北閻≠江川肛車道側道部分1カ所で州からAl互、Ⅰ引さ＼Cl互、  

nはと呼称した。訓査箇所は、川地即l又の終わっている部分で形状は否形・三卯lラ・長ノJ▲形等と  

様々であった。■両種はAlメニが40‖2、†う】メェ677‖12、C区■1641112、D【メニ25l‖2、Elメ：51112総計1137Il12であ  

る。グリッドについては、5日ピッナで州から火へⅩ1、X2、Xこぃ…X40で表し、北から南  

へY】、Y2、Y3…・YlO、と付香し、グ．）ッドの呼称は北州）■Lの㌢．称を位川した。なお、X  

O・YOの同家厘棟は、節1X系のY＝－59，550m、X＝＋38，900mである。また調査はA［）L（から衣－t∴  

拙削・遺構碓認・杭打ちを行い、吠側から遺柵掘り‾卜げ・遺構精査・怪＝丁【‖乍成を行った。そして、  

全景ギ真・遺跡全体測量を行った。l卦面什戌は平板・佃易迫りノノ洲試で行い、主要なl断面等はス  

ケール1／10で、遺構全体図はスケール1／20で作成した。  

2 訓査繰遇   

平成9咋‘1川2川、B調査区■州州かられ機（バックフォー0．7‖イり による表土掘削を開始した。  

現耕イ1；土を3（ト40clll踊り下げたところで、ソフトロームの地山と遺肝l址が現れた。翌日から鋤簾  

かきによる遺構碓認を東部から行ったが、西部の柵認は排しかった。元の地主のプJ●の許などから、  

B国訓榊l140イl瑚は州地、50年頃は水川、そして5∠岬頻に土地改良を行いまた畑地へ。地ll称え、  

二l地政良を行っているため遺構の減りは悪いと考えられた。特に道のあった場所から西部の遺構  

の残りは悪かった。訓査区火部から遺構粕査を開始した。二Ⅰ二地改良の機械の爪による筋状・格了・  

状のカクランが規則的に入っていた。   

Blさこの作業と平行して12‖11：一には、C訓査区の衣二l」州川を重機（バックフォー0．25111りで行っ  

た∴現地表面下1111から浅聞B峰石（110鋸下降1く‾）の純屑が約10（：111の厚さで現れた。その卜から  

は∴、‡、㌔褐色．＝・糾）遺構面が検川された。鋤簾による衣二＝取去を行い、望＝ほでには精査を完イし  

た。南部の遺柵の残存状況が特に悪かったが、l脚さ1ミを8本棚認することができた。  

12ノ12卜1には、D制査区西佃から亜機（バックフォー0．25‖1ごi）による表土棚消りを行った。当日、  

鋤簾かけを行ったが撹乱を受け遺構を比つけることができなかった。またい＝三Ⅰ、E副査区にトレ  

ンナを人れ遺構碓認を行った。満を碓認したが、訓査l如川㈲が狭いため、今後の訓奔咽に再刊  

奔することとなった。   

B】如）制奔は、順訓に東部から川部に移行し、仙洞・lト⊥仇を進めて行った。遺柄の残りが悪  

いと考▲えられていた旧道路部分より西部からも満址と4仰の什J封Ilが検附された。そして、12ハ  

9l1にハイライダーによる全休写真据影を行った。   

合体丁プラ：真据彬後、B利春区のH2・Ilこ川井H止の床面がまだ20（ml朴下がることがわかり、その  

袖足制覇と酬冊乍戌で数l二ほ要することとなり、現場での発抑制奔を終えたのは12ノ」1鋸二lであっ  

た。そして平成10年1月2俳1、州め戻し作業を行い現地における刹朋一拍モを尤了した。   

平成10年＝J51≡】からは城南収蔵伸で報告晋作成に向けて∃酎lり乍業を行い、3ハ25l－Ⅰすべての  

作業を終了することとなった。  

－こi－   
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Ⅳ 状本層ル   

本道跡の屑序は、台地部と低地である沖耕地に二分される。台地部は、近年の圃場整備や劇作に  

仰い衣二し二屑の州il川が行われたため、規耕作二しこの’卜がソフトローム‘l両となっている。ソフトロームは、  

赤城IIIの山林刷焼二卜砂がIl卜施米端部に西粧耕して形成されたと考えられている。   

本遺跡の層けは、場所によりその川瀾状況に違いがあるため、白地部のB訓査世の南東部は職外、  

沖机低地のClさ：のこか所の二＝再図をFig．∠1に示す。なお、nl亘は基本的にBl去とIiりじ層序でr層  

が25c】ll、1I屑が丁封さこよりも深く純いている。  

Ⅰうlメニ（11「ig．∠りこミ。訓査は外、南東部の道路。【卜水道二1二小脚数）  

l屑  にぷい祖色酬砂層。現耕作土。  

11層  黄褐色微妙層。亦城山山体刑壊によるもの。  

l】I層  川砂ノ・ご阜づ。   

C区（ドig．車右。訓査区両州部）  

Ⅰ層  にぷい槻也州砂層。現桝什．・卜。  

】I屑  暗褐色紺砂屑。桟閻B峰れ（A s－B：1108咋）とのり立」二層。  

川層  にぷい赤褐色微朋層。  

1V屑  褐扶色別砂個。浅刷打順石純層。lリJ他他の鉄分凝紙あり。  

VJヾづ  左桐易也微妙層。遺構面。  

VTJl：！づ  褐灰也榔沙僧。浅閻C峰石（A s－C：4LIIし紀前葉）を5％含む。  

Ⅵ川ゴ  褐灰色微妙層。浅l用C悼イイを10％含む。  

Ⅵl帖i 灰褐也微妙屑。オレンジ也の鉄分叔結あり。下部はシルト状。  

IX屑  灰仁l也シルト層。  

∵  50cn －  

二＋ 1111  

1．5111  

Fi往．′1基本土層昭l  
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Ⅴ 遺構と遺物   

本遺跡の発掘調査では、ハ▲墳・平安l封じなどの什居址R軒、▼、ド安11寺代の水川址8†巾、その他に竪  

穴岨朗町l巨1基、二1二坑址小基、溝址1条が検■■l1された。   

遺柵は、土地改良が行われていたり州地と水川の地l1変更が行われていたりしたことによる撹乱  

があって迫布状態は悪かった。また、ソフトロームを掘り込んで作られた住居の床IrlFは堅緻ではな  

く、柵認は非常に排しかった。  

1 住居祉  

Ⅰ－Ⅰ－1号Ⅵ三屈址（Bl互、Fig．6，PL．1）  

◎位 置 Ⅹ15～16、Y3グリッド ◎面柿（4月1Il12）◎ノJ▲付：N－610 －E  

◎形 状 プランのほとんどが訓奔は外北であるが、長洲（こi．70‖1）、揺凧（2．10‖1）で力‘形を．！】ゝ  

すると′I乱われる。壁高は平均22cIllを測る。  

◎床 而 ほぼ平坦な床■l両であるが、墜緻面は認められず。杵穴等は検川されず。  

◎ 屯  検出されず。  

◎遺 物 遺物総数は二＝軒端87ノ圭一∴牙混㍑＝点、 うちt潮磯2点を図示した。  

◎備 て考 －1■．士道物の特徴から、6・川二紀末と考えられる。   

H－2号住居址（B区、Fig＼6，PIJ．2）  

◎付二 田 X14～15、Yこ3～4グリッド ◎1伸偵15．11‖12 ◎ノJ’位N－670 －E  

◎形 状 長軸4．03‖′l、拍榊3．8：il11のノJ▲形を呈する。蛇高はilく均36cIllを測る。  

◎床 巾 ソフトローム■lrlfで検．■＝が粧しかった。ほぼ平坦な床面。杜穴等は検州されず。  

◎ 電   東壁に設階。全長139c‖1、焚ll部帽制（－111を測る。  

◎貯減穴 北東隅より検■■し■．。  

◎遺 物 遺物総数はこ仁帥器315点、須恵器4点、うち二‖帖杯、二Ⅰ∴帥幾、土師甑、土製支脚の9  

点を凶示した。  

◎備 考 出土造物の特徴から、6槻紀中期と考えられる。   

H－3号住盾址（BE25＼Fig．7，PL．1）  

◎位 田 Ⅹ13、Y3～4グリッド ◎面粘（8．32Ilf）◎ノノ付二N－610 －W  

◎形 状 プランの北半分が訓奔は外のため南北が碓定できなかったが、長軸（3．銅‖1）、頼朝  

（2．39111）のノノ引ラを呈するとノlÅしわれる。城南は浅い部分で4clll、淡い部分が33（：m。  

◎床 面 住居東側が－・段探く州り込まれ、二段状となっている。杵穴等は検／l二1されず。  

◎ 砲  検州されず。  

◎遺 物 造物総数は．上師端75点、須恵端6点、うち二川順‖点をl対示した。  
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◎仙 考Jl＝∴遺物の特徴から、4－11上紀と考えられる。しかし、形状が二段状、遺物等も撹乱の  

影響を受けているl山階牲があり、検討の余地あり。  

Ⅰ－Ⅰ－4・ン〃lミ川止（Btメ＼Fig．7，PL．1）  

◎付二 田 XLl～12、Y3グリッド ◎両桃（3．65m2）◎）J’イ立N－860 －E  

◎形 状 北側が訓査区外のため南北が、また、東西もD－4と重複するため確定できないが、  

長州（4．05Ill）、頼朝（0．93‖1）の力▲形を呈すると旭われる。順高は平均6 c‖1を測る。  

◎床 面 ほぼ平出な昧面。柱火等は検山されず。   

◎ 電  検＝されず。  

◎遣 物 迫物総数は二Ⅲ附則2点。   

◎備 考 州二l二避物の特徴からはl甘代判定はできず、竪穴状遺構となる吋胎】ごlミもある。   

H－5・ン川ミ居址（BIメ＼Fig・．7，PI．．1）  

◎プラン椰認の際はIニリ形を呈し、住居と想われ付解したが碓窟できないために竪州犬遺構とした。   

そのため欠番扱いとなった。   

rI－6－ぢ・什刷■l卜（Blメ＼Fig．7，PTJ．2）  

◎付二 田 X4～5、Y3～4グリッド ◎両横（8．71Il12）◎）j位N－85O・－E  

◎形 状 プランの北部が訓査1去外のため南北が確認できなかったが、長軸（3．50】11）、短軸  

（2．50‖l）の方形を呈すると想われる。壁高は平均11c111を測る。  

◎床 ■lrriほぼ平出な床面。杵穴等は検■■lI．されず。  

◎ 電  検山されなかったが、北東部に馳・しこを確認。北竜になる可能牲あり。  

◎逝 物 避物総数は土n‖用封14点、須恵端牒点、うち二卜師J不、二l．二帥架、土師墨書片の1点を図  

示した。  

◎備 考J＝士道物の特徴から、9・ⅠⅠ蟻川朝と考えられる。   

H－7号什屈址（BIさ＼Fig．8，PI．．2）  

◎位 田 X3～4、Y3～4グリッド ◎‘l両桔 6．36‖12 ◎ノノ▲位N－60 －E  

◎形 状 長胴2．66111、頼朝2．40‖lのノJ▲形を呈する。壁高は平均21c111を測る。  

◎床 面 ほぼ平出な床面。牲穴等は検出されず。  

◎ 磁  束蛸に検山。全長90川。焚l冊腑25（1‖1を測る。  

◎遺 物 逝物総数は二＝師端200点、須恵端55点、うち二l∴糾慣高台塊、須恵林、煩恵高台塊、土  

師架、二L師督楽、二Ⅲll増刊釜の7点を図示した。  

◎備 考 出二卜遺物の特徴から、H－8より丁！l■い10…：紀後上竹と考えられる。  
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Il－8号住刷■l卜（B区、Fig・．8，PI」．3）  

◎付：昭 Ⅹ2～3、Y3～1グリッド ◎■l伸椚11．071112 ◎ノJ■付二N－820・一E  

◎形 状 来部がIl－7と近接するため碓先はできないが、長胴柏4虹1、痛凧3．24‖lのノJ▲形を＿ナlゝ  

すると止しわれる。壁高は平均16〔－Illを測る。   

◎昧 巾 ほぼ平日な珠両。杵穴等は検山されず。  

◎ 電  H－7と死相の滝部分が重複していたと考えられるが、明確な範l抑椎克はできず。  

◎遺 物 遺物総数は・l朝昔昔837点、須恵端111点、聴柵柳眉旭、うち二1二師督杯、二＝伸餅高子r塊、  

＝帥架、須恵人楽片の5点をI朴示した。  禎恵高ハ城、二  

◎仰 考▲ ＝上道物の特徴から、Ⅰ一Ⅰ－7より新しい10仙紀後斗と考えられる。  

†Ⅰ－9号伴侶・址（Blさ＼Fig．8，PIノ．こう）  

◎付：閏 Ⅹ2、Y4～5グリッド ◎面積（こi．（）4‖12）◎ノJ‘位N－20 －W  

◎形 状 プラン西側が訓査区外のため碓先できないが、長州3．31‖1、畑軸（0．97‖1）の隅九ノノ  

形を呈するとノ此われる。蛸高はil乙均27（モ‖1を測る。  

◎床 面 ほぼ甲山な休l両。牲穴等は検山されず。  

◎ 砲  火壁に検■リI．。全長69州。焚1Ⅰ帥l耐∠lⅢ1を測る。  

◎遺 物 避物総数は⊥帥欄Ⅲ軋・烹、須恵端51点、庚州称号昔4ノさ∴ うち二1二師杯、卜「粧錯林、長期  

瓶の中点をl刈示した。  

◎備 考 山士道物の特徴から、10他紀後半と考えられる。  

2 竪穴状遺構址   

T－1竪穴状遺構址（Fig．7，PL．1）  

◎付二 田 Ⅹ12～13、Y4～5グリッド ◎面枯（5．91日2）◎方位N－850 －E  

◎形 状 プラン碓認周は、長軸3．31】11∴跡帥（0．97‖1）のll川手を早したが、D－2と前校。哩  

高は平均6（－Illを測る。南側が区域外。   

◎遺肝而 ほぼ平山な珠両。  

◎遺 物 遺物総数はD－2も含めて、二t∴師署封26点、須混浴2点、灰剃陶器2点であった。  

◎備 考 出二1二遺物の特徴からはl陽性判定はできなかった。  

3 溝址   

W－＝引雅址（Fig．8，Ⅰ〕TJ．1）  

◎位 ▼置 Ⅹ7、Y3～5ライン  

◎形 状 Blズの西部を南北に槽切る形で検川。総延長8．66‖l、帽0．87111～1．18日、深さ32（－川～50  

（：Illo  
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◎遺 物 遺物総数は二川州僻2ノ吉●∴郷聴灘2軋ま、うち土師摂南台城1点を図示した。  

◎備 考 桃築I性別は、肌LにA s －C昭イl◆が混じりA s－B螺イ：「を合まないことや10rLu：紀l中  

の▼l二榔質狂拙二雌が＝土していることから、川‖三川Jもしくはそれ以降A s－B降下前と  

考えられる。  

4 土坑址   

D－1甘十坑址（FigI．B，PIJ．2）  

◎付二 田 X14，Y3グリッド  

◎形状等Ⅰ一Ⅰ－2の北側に位階する。長径l．仙11、相律1．02‖1の楕lリ形を．！l！し、確認両からの深  

さ5lしてmを測る。断面はゆるやかな逆台形を．呈する。   

◎遺 物 総数は土恥署昔（）点。   

◎仰 考 仲代判定はできず。   

D－2LゝJ・1：．机址（Fig．7，PL．1）  

◎′トン：田 X12，Y5グリッド  

◎形状等 プラン碓認の際はIl川ラの竪穴状遺柵の西隣に位旧したが、掘り進めるうちに竪穴状遺  

桝と重複した。南側が区域外。許しくは竪穴状遺柵を参照のこと。   

D－3・ぢ・土坑址（Fig，8，PL．1）  

◎付：閏 Xlト12，Y5グリッド  

◎形状等 長祥1．28‖1、矩径l．00‖1の杓‖形を．！lゝし、碓認耐からの深さこi2c111を測る。帆†liはゆる  

やかな逆台形を．呈する。南側がl吏域外。   

◎遺 物 総数は土師端75点、須恵端1点。   

◎仙 考 時代判定はできず。   

D一小甘土坑址（Fig・．7，PL．1）  

◎付二 田  X12，Y3グリッド  

◎・形状等 長祥1．∠18111、矩径0．75mの肘1J形を，‡Ⅰゝし、椰認面からの探さ40（一日を測る。断面はゆる  

やかな逆台形を．呈する。Ⅰ－Ⅰ－∠lを州り込む形で動機。北側がは域外。  

◎遣 物 総数はH－4に含まれる。  

◎仰 考Il車代判定はできず。   

r）－5サ＝九址（ITiとご．8，PIJ．1）  

◎付：旧 Xl（ト17，Yペグリッド  
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◎形状等 長径1．20111、拍径0．74‖1の杓Il川手を呈し、柵認面からの探さ37cIllを測る。断面はゆる  

やかな逆台形を里する。■東側が国或外。  

◎遺 物 総数は土師帯30点、灰剃1陶・描1点。  

◎仰 考 時代判定はできず。  

5 水仕l址  

◎平安‖封じ（Fig＼5，PIJ．4）   

CJメニにおいて水L仙lが柵認できた。現地表巾L卜約60c‖1からA s －Bテフラ屑（浅間B悼宥：  

110糾二）の堆積が約10cl11検山され、その下に黒褐色上の遺構面を約10cI】lの厚さで確認できた。柵  

査を進めたが、唖＝さlその確認は粧しかった。8枚の水‖址を碓認することはできたが、調査lメ：東南  

部では特に残存状況が悪く畦‖畔の碓認がほとんどできなかった。概して水川面の凹凸は少なく平  

山であり、造物・足跡等は検■－1■．されなかった。   

A s－C（4－11し紀初頭）脱土面での仰認も行ったが、水lM井作された形跡はなかった。  

6 グリッド山士道物   

B区のみでJ二l．H二。小片を含め二＝軒端748′庄、須恵岩昔27点、扶剃陶端12点がJlし1二した。凶示でき  

た遺物は土附不、土nll慨幾、土師督羽釜の4点である。圃場解職による撹乱により、離れた遺桝・  

グリッドでも接合し合うものもあった。‾ル墳‖寺代の十「刷不・架から10世紀代の羽釜までJLl土した。  
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Ⅵ 成米とl棚敵・．㌔   

今tTltO）党据調査では、TL）一墳時代と平安l貯代の住屈址とAs－B（浅削B軽石：1108咋）下の水川  

址が検川された。本道跡周辺は、荒砥両部圃場整備印業や北関東自動車道建設に伴う大規模な発掘  

訓査が行われ、この地域の歴史が肺明されつつある。   

以■卜、今l‖Iの発掘訓査で明らかになったことを、什店・址、水川址の遺構ごとにまとめてみたい。  

◎イニ輔肌   

合計さ川l：の竪穴住店址を稚認した。その全ては、赤城‥lの山体刑壊に伴う賞掲色微砂層の微高地  

であるBl曳から検Jl1された。遺構は4・6世紀のハ墳時代のものと、9・10世紀の平安時代のもの  

とに人別される。   

‾lll月別射代の避桃は、中世紀代の竪穴住居址1軒（H－3）、6枇紀代の竪穴住居址2軒（H－1，  

2）をBl水根郡で検目した。H－2は東電を有し、÷刷tlは北火ソノ■向を向く。土榔J不、襲、甑、土製  

支脚が川二1二した。H－3は、三角文・簾状文・波状文の入った二Ⅲili器の楽のl」1緑部分が山土した。  

これからl肛化判定を4－1ル紀としたが、什ノ糾Il北半分が訓査区外であることや住居址の形状が央側に  

－・段砥い段状に抑り込まれているいること、さらには廿榊「150年代の圃場磯雄拍）際の撹乱が訓査lズ内  

にかなり人っていることから検討の余地がある。   

平安‖封じの遺構は、9世紀代の竪穴住居址二1軒（ⅠⅠ－6）、10世紀代の竪穴住ノ封l卜3軒（rI－7，  

8，9）と同‖寺則と考えられる沖トl条をB区‾西部で検山した。Il－7・8・9はそれぞれ東亀を有  

し、主軸は火力▲向を向く。   

本訓査区のみの住居址の傾向とすると、ハ墳時代のものが調査は東側から、平安時代のものが州  

側から検山された。しかし、群蟻県拙賊文化財洲査申業卜J・Iが行った北閃火自動中道本線部分の訓査  

の成果と照合してみるとこの傾向はあてはまらない。   

今l■11の利春（B区）と本道部分の制査を合わせて検山した住眉址は、4・lル紀6軒、6世紀14軒、  

9世紀15抑、10世紀11粁となる。それぞれの時代のイ三帥；・の分布のおおまかな傾向は、4－Ⅰ朋己は南北  

ノブl百＝こ点イl∴ 6世紀は北東一両仲フナ向に伸び主に北々火の塩、9・肛紀は東部に集■いし主に東嶺、10  

世紀は北西一雨束プ挿Jに仰び架蔵が主である。このような傾向から、時代によって谷地にはさまれ  

た微高地の＿l二に規則伸せもって集落が形成され、住居が批置されたと考えられる。   

イ三lミ居址は、4世紀から継続するものでなく、4・6・9・10・Ⅰ址紀とけり隔を置いて桧山されている。  

また、什ノ．享；・が断絶した5世紀中頃に造られた約1．5k川南火のお宮土山古墳と本逝跡の集落との関イ系  

や、川辺の集落遺跡・遺構・水l川l卜の消長等総合的に検討すべきけり胤・烹は多い。  

◎水tlけl卜   

8枚の水Il抽ヒをCI互で椰認した。遺柵は、As－B（浅沼」B怪石：l10糾三）による粧没で平安時  

代のものである。それ以前As－C（ノトI址紀初頭）泥土の水l≡‖址等の検■■トはできなかった。   

水川址遺構面の株高は、北恥部の76．30111を最高点で両部の76．10mを最低点とする。比高差0．2111、  

北火から両州へ約15／1000の勾配がある。訓査区範囲が側道の－▲部で164tn2と狭いため、水川l夏画  

については完全に一l亘画をなす水lllは検J二い．されなかった。水l‡l址のl亘1山iは、完全に－I∃二画をなす水  

川址が検川されなかったため断定はできないが、プノ‘形・翻Ⅰラの面桃の少ないものと想定できる。  

1畦畔は直線であるが方向の規則性をもたず、‖舶‖！ドの交点は直行しないでT字形に交わっている。  
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畔畔の残存状況は東南部が特に悪く、形状は後－1jしの庄附こより全体的に偏平な台形状、またはカマ  

ボコ形に変形しており、高さはl～3c‖1、卜り】訂iは56～82cIll、卜仰は26～42川である。これらの水＝  

址は、東側を流れる小河川によって侵食されたわずかな沖鵜砥地を地形に介わせた形の不定形の水  

‖にし、耕作していたと考えられる。   

配水については水しlが検Jl1されなかったためわからないが、同‖寺代の水I川・lはどから＿卜の水川か  

ら■卜へ水をオーバーフローさせ順次株高の低い水lllに流し込む、「かけ流し」のカー法がとられてい  

たと考‘えられる。水の流れは、株高の高い北火ノノ向から低し、細川ノJ■向に流れていたと止しわれる。  

◎t＝訓l卜と水川址の関係   

今回の訓査では、平安時代遺構凧で住居址（Blメニ）・水川址（Ctさ：）の検川はできた。この水＝  

址は、台地を肘晰した河川の谷地に作られた不定形のもので比校的狭い■l伸椚のものである。ハ墳時  

代の住屈▲址の検J1■．はできたが、水川址の検川はできなかった。しかし、荒机川に合流する1ご川lん片‥  

低地に位置し、本追跡の西側にl射妾する下岬111遇渡遺潮で、■い費‖車代前期（A s－C後）と平安l呼  

代（As－B■1｛）の水什けl卜が検≠．され、火I斯の新井人E川礼遇跡でも、平安l鞋代（A s－BLlく▲）の水  

川址が検山され、それ以前の水Il＝非作も想定されている。   

このことから、本遺跡の集落とClさこの水Il11■】ト下1削l＝＝脚立追跡・新井大川閲遺跡は集落と生産地  

との関係であったと考えられる。また、水】ll址の検出時期と什屈址の検川が途切れる時代（5，7  

出紀）とのけりにも何らかのl渕イ系があったことも想定できる。  

◎まとめ   

以＿l二のことから本遺跡をまとめてみる。  

・似削l卜は、4・6・9・1（）・I胴己のものでl甘代の刷隔をおいて検川される。  

・C調査屠は、A s－B（伐刷B輝石り によって睨没した平安時代の水l川・l仁である。  

・水I］川：は、谷地状の傾斜の大きい場所に作られた不先形のものである。  

・B調査l曳のイ吊仙卜の分布状況は、それぞれの時代によっておおまかな規と！lj件をもつ。  

・B誹J査区の什ノ．軸卜とC利春区の水川址、あるいは西隣の下J州t■l越渡遺跡、火1殊の新井人＝閃遺  

跡の水川址は、集落と牡踵域の閻イ系であり、お計上l廿ltl▲墳との関係も考えられる。   

今回の発掘訓査烏、北関東仁l動中道の側道邪心のみという利春範囲のIq辻られたものであった。今  

後は、本細部分の調査結果との照合・考察も必要となる。その結果、面としての遺跡の位置付けが  

可能となるであろう。多くの例題点が浮かび上がった調査であったが、今後の調査の進行により、  

より明碓な結論が導き糾され、地域の雁史が－▲層仰明されることを期待したい。  

参考文献  

『年報』16 群蟻県排職戊化財制奔即業団 1997  

『六供下生木II追跡』前橋市郎減文化財賂晰抑奔・、J・11997  

『l二い原遺跡群』‾l神階市鋸蔵文化財発抑制庸氾11992～1995  

『荒砥洗橋遺跡・荒祇宮西遺跡』群蟻県教育委員会・肝帰県拙戦文化財渕奔小米団1989  

『地域をつなぐ 未来をつなぐ』－▲1二武道路史1職戊化財22年の軌跡一  

群一蠍肘帖l；衣文化財制査小葉囲1995  
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Tal〕．2 土器観察表  

（訪酬蹴②良好（沙にぷい撞（む2／5   

①封＝粒（診良好（訓拍）】／4   外傲。糟糠で。掩削り。   

外傾。楢撫で。絶削り。   

口唇部l別冊帖減刑り購桝Ⅷ   

証）衣の記載は以下の基準で行った。   

①胎土は、細粒（0．9川川以下）、中松（1．0～1．9…以下）、粗酔（2．0‖1I¶以上）とした。   

②焼成は、極良、良好、不良の3段階。   

③也調は、土器外面で観察し、色名は新版楳準土色帖（小山・竹城1976）によった。  

（む大きさの単位はcl11であり、現存佃を記載した。  
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T a b．3 イニ満潮麿豪  

掛り・  山土位椚  ・2謹 郁   艮 帽 厚 萌さ   右 廿   仰  考・   ドig   

1   ⅠⅠ－9  1こi．010．8 ′1．′1900g  玄武岩   周州・偏平面にイ則IJ水（   13   

2  ⅠI－9  凹石   1／1．611．9 3．5 77′1日  泥 1：・  13   

3  ⅠⅠ－9  凹石   9．110．01．8 210g  泥 岩   東浦ト 卜部欠柑   13   

凹  Ⅰトー9  f‖‖Ⅰ．   16．5l′1．2 3．9】．1lくg  わ英閃緑㍊  13   

5   ⅠⅠ－7  滝川石   25．717．211．81．9kg  州久Jイl▲安山岩  卜下面以外に加工娘   13   

6  ⅠⅠ－8  砥石   9．8 ′l．3 3．2 290g  砥沢イl▲   すべての仙如こイ捌川iあり  13   

訃）衣の言出我で、長さ・帽・厚さの・Fil・位は州である。  

T a b．4 水川址計測表  

面 相   束Ilり‡   西 帖   向 畦   北 粧   
番号  形  状  

2 皿   

1   （10．19）   （3．10）  （7．I8）  ソナ1巨   

（13．2′1）   （1．82）  （7．18）   ソノ－形   

3   （‖．82）   （3．80）   （1．′16）   5．10  台形   

（26．′15）   （5．78）   （3．小1）  5．10   台形   

5   （25．22）   （こう．′18）   （1．02）   ～レ10  
ノJ■形   

6   （20．36）   （fi．6′1）   （9ノ1′1）  3．96   台形   

（－－－・）   （2．90）   （8．6′1）  3．92  

8   （－▼－【）  （2．90）  （0．66）  

訃）水IlけⅠほ卜洲・…川ト・ゞ乞衷の記減は以イの基準で行った。  

①水仙址面砧の井川．については1／∠10の縮尺でブラニメーター（ローラー極式・レン   

ズ式）による3回計測平均佃をイリ川Jした。なお、少数点以下3桁はl些＝鉦／l二人した。  

②水川址の面桔・各帖l仰の長さの棚認仙は（）で示した。  

T a b．5 峠畔味計衣  

グリッド   ノノ一 †1ンニ   卜 仰  高 さ   
番号  N－   －  上 帖  プJ‘向  

X   Y  Cl】l   C111   

1   X30 ，Y3   N－300 －E  2 ～i   6 0   南北   

X29、30，Y3   N－680 －W  2 6   5 8   減刑   
1  

田  X30～31，Y3   N－710 －W  2 5   5 6   東■州   

1   X31 ，Y2～／l   N－130 －E   2 9   6 0  軸北   

X3l～33．Y2～′1   N－530 －W  ／12   B 2   東西   

6  Ⅹ31～33，Y3～′1   N－310 －R   2 6   5 8   ト机ヒ   

田  X32～33，Yこう～∠t   N－290 －E  ′l（）   7 5   輔北   

8  X33 ，Y3   3   N－330 －E  仙北   
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A′  ∧  

¢し）   

Ⅰト1り一†＝け址  

†Jヾイ にぷい子｝・．）色紬秒ノ（イ  

旧再l甘掴色拙砂屑  

】lI桐lり1‡とユ色紺砂桐  

】＼’屑！椚机㍍L砂桐  

＼り習 に′；こい薫陶色紺砂朋  

＼「川子l廿旧色細砂≠  

11仲l‖旧明色紺栂叫  

lⅦ屑 往1色紺砂皿  

州′l・なし・締まりぺ｝やあi）。現川・什仁。  

附′i・なし・締まりあり。八s・Cを3リも含む。  

拙作なし・締まりヤヤあり。ノ＼s－Cを51jで，含む。  

†州隼なし・締まi）あり。lトムプ＝ソク≠5川を  

5りり（一合む。  

寸州′l：なし・締まりヤヤあり。＼s－Cを：川，、地上捏．  

≠5r，r、を3りリー，含む  

拙作なし・締まりなし。娩巨半日7rr‖を7（J「）合む。  

11川なし・締まりな【ノ。焼卜拉≠7…を3％含む。  

拙作なし・締まりなし。地Ilし 赤城tl】l】＝剛直≠＝二  

∧ Ⅰ一＝7（う」i‖  

二 虹 

Ⅳ  Ⅳ  

H－2住居址寵   

B l．＝76．1）州   

” 
、7 

X  t  X＼＼＼  
t  

∴  ‥・‥‥‥′■－－ ‥・‥＝●   
A
Ⅶ
 
 

打
‰
 
∵
・
・
 

…‥‥・‥… ‥‥‥‥・‥－…：  

l】－2り・圧＝址偏  

＝（ぅ にぷい‡｝・氾紺砂屑  

Il屑 橙色抑砂屑  

lIl桐 にぷい橙色鮒砂桐  

1＼√屑 にぷいゞl■f橙色紺㈲川一子  

＼／桐＋伏肌色㈲胸咄  

＼1桐 にぷい肌†｝）色細砂桐  

lⅦ㍍ 赤褐色紺砂屑  

＼Ⅶ研 け1色細抄桐  

IX別 にぷい赤棋色紺砂凧  

X屑【二ぶい抑侶紬砂州  

州′巨なし・抑：たりやゃあり。焼．1ニケlトノク〆5rr．‖、をこiW，合む。  

拙作なし・抑三だりなし。焼ヒ。プ［トノクをを合みやわらかい。  

拙什なし・締まりなし。祝し  

1■川二なし・抑注り（いノ（ 

も川なし・締まりなしし・り・ウ・り・ラ〉  
ヰL什I．なし・細づりあり。岨上ゾlトノク予2－1川を：i9r，fキむ（ 

拙作なし・締まりあり。枕上ノー‖ツク㍉2（・川を209く，合むし  

州′はし・抑三仁りなlノし焼トゾlトソク≠3r■1をこiり〔，合む。  

州′巨なし・抑まりあ叫。隼い如上。焼二トプいソク≠5（・■‖を5（）  

†（）／‡む。  

拙イ′lなL・細‡りんし。・町ナけウの仙＝。   

】1－2り▲†仙㌻州・  

川・子lニぷい拉氾拙砂朋  柚什なし・抑烹車や畑あ）。J北川作ニヒ  

Il屑 ‖侶〉J色刷仙屑  f■川カし・締まりなし。サラ・りウのソソトlトームし，  

0  1／60  2111  

ドig．6 トⅠ一l・2桝附▲址  

→19－  



A  

∧  A I．＝7（i．2【11   

⊥  ：  

A l一＝76．2111   

＼＼、rノ「  

Ⅶ Ⅳ   

】、－11j・l甘穴状週刊  

川・子 圧■；社‡色紬砂仲子  札付なし・締まりややあり。   

1t－3号什†．柚l  

＝ごイ にぷい掴色拙砂侶  

Ⅰ川子 ∴】．＝と～也紺砂屑  

】l川イ ＝杵崗色郷岡津  

l＼′屑 桐也紺砂屑  

＼川j ∴l．潤色卿砂左づ  

Ⅵ朋1詔掛』紺朋痛  

11川イl甘陽色紺捗頗  

拙作なし・締まりややあり。JJ且附トl  

州′」・やゃあり・締まりありしノ＼s－C〆Irrnを25リ／〉含むし′  

帖什なし・締まりややあり。∧s－C¢l…＝－キ5≠合むし 

掴色プIトソク≠3川－を独佃含むく，  

州′Iややあi卜締まi）あl）｛′  

fl川．あ句・締まl）ありしノ＼s・C≠仁一rlを1＼■′，含む。  

竃州′トなし・締まりありt  

相川ヤやあり・締まりありし  

＼Ⅶ川イ にぷい釣掴色細掲J・こぅ 相性なし・締まりなし。り◆ウlトフ。  

【X屑 狙也細砂屑  州′はし・締まl）なし。他山。赤城仙両休肋慄による＝・ムl，  

∧Ⅰ．＝75．1…  11   111  

二二二二二二よ∴ 姦姦姦姦姦瘍  

lI－㌻サ什神川l  

l屑 さ‖と他紬＝沙屑  fH′はし・締まりやゃあり。  

‖舟弓 三き．津川欄‖抄J（・l   †H′lやゃあり・締まりありし  

∧s・C予‖nn－を3－‰含むり  

IM雷1闇色細砂≠  拙作なし・締まりなし。りウサウし  

‖1一別lリ．仙l  

I桐 にぷい掴仏師抄桐 †州′」なし・締まりヤヤあり。Jjと耕作士   

‖別ユ．封甘色釧栂舟  1‖′はし・締まりヤヤ宜川し  

0  1／60  2m  

ドig．7Ⅰト3・′l・6別引出Il∴！さ誉州ノミj日射仙ヒリー′1土坑址  

ー2（）－   



㈱  

∧lノ＝7！i・1＝  
vI  S  

宝二三∃三＝＝ や  

娠姦姦表姦姦姦姦表芸  

Al一＝75．3日   A′  

・・・ l・・J・・・・才・・こ表5   

1 鴨＼＼ヾ二一∵ニ   

lI－7・HゝH川＝‖ 

1朋 り用）色州砂桐  

l川ヰ よ】用）色釧砂桐  

Il川j 掴也糾砂桐  

【＼′屑 黒附色紬砂桐  

いパ ‖甜亜欄㈹州  
＼佃イ 侶相川用Ⅰ砂㍍  

111屑＋暗侶色紬砂朝  

拙作やゃ成り・細注りあり。／＼s・Cを15リ／，含む。  

灰自プ‖ソク¢l・‖l人を5≠合む  

ヰ冊′】．ヤやあり・抑‡仁りあり－ノ  

拙作なし・締まりなし。  

ト‘絆では¢2、ト川け河偵〃を合む  

寺山′1．なし・締まりあり。八s－Cを5リr，含書∫。  

拙作なし・締まりなし。  

f．川なし・締まりムり。  

拙作ヤヤあり・研＝刊あり。∧s－Cを川■′－r、含むu  

感ケ  
焼1ノlトノク¢〔rl、rrlキ〔リr，合一∫。  

lⅦ八イ ＝肌用l】抄屑  什卜lヤヤあり・軒‖＝あり。八s－Cを5リ／，含む。   

AI一＝7（う．2日  

1仁一9サ†机車‖  

l凧l二ぶい典i刷り師軌・ごづ  

‖朋 暗†捌む紬砂研  
川朋 り．捕粕川桐亜  

】＼川・了 以瀾色紺砂屑  

裾什lミヤヤあij・締まりあり（ノ 八s－Cを5リr，合む。  

i冊′lトやゃあり・締まりあり。∧、－Cを圧愕．含む。  

一日′巨やゃあり・締まりあり。八s－C左・川りも合！ノ（▲  

焼」∴ハトノク¢3rlrrを5リJ，含む。  

拙僧ヤヤあl卜締まりあり。∧H－Cキ5rJ「）含～J、り  

悦仁プlトノク≠こう1F－を5リr，含むu  

拙作ややあl卜締まりありし ノ＼トーCキ5りら含むu  V桐II㍍け色細†抄屑  

［
 
 

Al．＝7（う．2‖－  A′  

【）－t・J・〔り・ト杭  

一軒j ∴】Ⅷ）色紺†洲P子  拙作なし・締まりややあi）。  

V  

＼V－1り・溝Jll・  

＝で・子（：ぷい栂色㈲I抄屑  州′lなし・締まi）ヤヤあり。jl川「作巨。  

‖好一子Il．用地鮒沙侶  州′トなし・締まりありtJ八s・し：を≠5rlr：1を川リJ，含むu  

ll川・ラ にぷいホ＝と）也紬砂程々 f．川バ〕やあり・締まりあり。八s－Cを1（ノり含む。  

Ⅳ屑l廿栂色紬砂桐  州ノトヤヤあi卜締まりあり。ノ＼s・Cを≠1川1を5リ√）含む。  

＼川弓（二ぶい〝‖～．‡色抑抄桐 畑l′lヤヤあり・締まりあり。  

＼／l桐 ∴I用．他鮒秒阜1  †廿lヤヤあり・締まりあり〔，八s－Cを≠こi…を5リら含む（  
0  1／60  2…  

ド厄．81Ⅰ－7、9号什川Il：、DI、5・阜十坑址、W－1サ満址  

－21－  



1 ‾をろ言一 ≧ご二二≦ ‾‾－、  3（1・Ⅰ－2   4（トトー2）  

1（【Ⅰ一l）  

5（Ⅰ】－2）  

／ 2（t－ト」）  

0  1／3  10c川  0  1：4  10cnl  

（8）  

Fig．9 ホ墳時代の土端（1）  

（1～5・7・8）   
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＝‾‾  
13（‖－6）  

‥
〔
＝
〓
〓
〓
＝
〓
∪
＝
 
 

B
 
 

14（トⅠ－6）  

17（Il－7）   18（Ⅰ】－7）  

11（】l－2）  

二‾＿＿  
19（Ⅰ】－7）  

I I 

15（トⅠ－6）  

12（l・Ⅰ－3）  

10（t】－2）  

0  1／3  10cm  

1Tig．10 古虻仁平安時代の二卜者謹（2）  
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24（】1一日）  

26（】1－8）  

翫
Ⅷ
甘
 

．
 

28（1】8）  
い
′
 
∴
∴
 
 

25（】1－－H）  

′ノ‘－－‘‾、 ′・｛  

＼
＼
 
 

㌔
一
－
葦
 
 

／   

21＝1－7）  

且  r洒  
＼   

四 ／   

＼   22（1ト7）  

20（】卜一7）  

3
 
∩
＝
〓
け
扶
 
 

0  1：4   10c打l  

（20、2り  

0  1／3  10c［l  

（22～26、28）   

ド厄．tl平安崎代の上帯（ニう）  

ー2′】－  



』  
32（トト9）  29‖】－9）  

30什Ⅰ－f））  

33（＼V－1）  
＼
 
 
 
 
 
 
 
，
 
 

．
■
 
 
 
ヽ
、
 
 

′
■
J
l
l
－
1
 
 

36（X10Y4）  

／  

34（X8Yl）  

＼  

′∠   

37（X7Y5）  

27（トl8）  

0  1／3  10cnl  
0  1：4  10cm  

（27）  （29～37）   

Fig．12 ∫1乙安時代の二l．淵ト1）  
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二二  
1（ll－9）  

2（Ⅰ・卜9）  

・二て二∴．＿．＿．  
3 ＝卜9）   

5（トトー7）  

0  1：4   10¢nl  0  1：3  10c什l   

（1－4、6）  

Fig．13 石器  

－26－  



l．1うlオ余日（西から）  

2．ⅠⅠ－＝封胡乱止（南から）  3．ⅠⅠ－】サ肛軒址肛ヒ遣物  

5．Il－3シプ■什居址深紺（西から）  4．Ⅰ一l－2別二】三ノ苦址亀（l叫から）  

ー27－   



P L．2  

】．1Ⅰ－2・け住居州（束から）  

2．ⅠⅠ－6上作居ル（輔から）  ニう，ⅠⅠ－7㌢住居址（何から）  

1．Ⅰ－Ⅰ－7せ圧屈址庵（叫から）   5．l－Ⅰ－7号†：榊仙川山側物  

－28－   



P L．3  

t．トト（i・7・8・（）号住居址余日（北から）  

2．Ⅰト81Jイ出封1】二（叫から）  3．ⅠⅠ－リ号什居▲址（涌から）  

4．Il－9号什屈址魔（西から）   
5．Ⅰ・Ⅰ－い〃腑仙川廿皿物   

－29－  



P L．4  

】．（：lオわ最（北から）  

2．水＝州‖州  ニi．水川址セクシ：】ン  

ノl．Ⅰ刃オ全損   5．】くlざ溝   



P L．5  
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n
U
 
一
 
 
 

2  

（Il－1）  
17  

（Ⅰ・ト7）  

10  

（1ト2）   

（‖－2）  

111 

（Ⅰト2）  

、－－  
13  

（】Ⅰ－6）  

20  

（lⅠ－7）   

－こうl－  



P L．6  

7
 
 

引
一
 
 
 

27  

（11－8）  

（XlOY」）  

22  

（lI－7）  

（11－7）  

●  

■ ■  
（れ菅昔）   
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